
 

 

 

 

 

こ
の
度
䣍
令
和
７
年
４
月
１
日
付
で
䣍
前
田
邦
彦

施
設
長
の
後
任
と
し
て
障
害
者
支
援
施
設 

小
松
陽

光
苑
施
設
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
䣎 

 

こ
の
小
松
陽
光
苑
の
歴
史
も
開
設
か
ら
５０
年
䣍
建

物
の
改
築
か
ら
１５
年
が
経
過
し
䣍
振
り
返
䣬
て
み
る

と
䣍
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
利
用
者
や
先
輩
方
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

 

こ
の
障
害
者
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
䣍
障
害
者

総
合
支
援
法
改
正
等
障
害
者
が
希
望
す
る
地
域
生
活

を
実
現
・
継
続
す
る
中
で
䣍
障
害
者
支
援
施
設
の
在

り
方
や
地
域
移
行
の
更
な
る
推
進
䣍
地
域
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
障
害
者
支
援
施
設
が
持
䣬
て
い
る
䣍
重

度
障
害
者
等
に
対
す
る
専
門
的
知
識
・
経
験
等
を
地

域
へ
還
元
す
る
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
䣎 

 

こ
れ
ら
の
趣
旨
を
踏
ま
え
䣍
今
後
も
利
用
者
様
並

び
に
ご
家
族
様
䣍
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
䣍
全
職
員
が
協
力
し
䣍
安
全
・
安
心
な
施

設
運
営
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
䣎 

 

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
職
務
に
精
励
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
皆
様
方
に
は
ご
指
導
・
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
䣎 
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～利用者共同作品～ 
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令和７年度 年間行事予定 

 今年も小松東ロータリークラブ主催「みんな

でやろう！こまつボッチャ大会」に参加させて

頂きました。今年は珠洲市住民の方々とも対戦

する事ができました。みなさん、日頃の練習の

成果を発揮しているようでしたが、陽光苑チー

ムはあまり練習が出来ておらず苦戦しました。

それでも周りの応援に励まされ、持っている 

力を十分に出し切り、楽しまれていました。 

技能実習生を受け入れてから、１年が経ちました。新しい環境の中、
笑顔を絶やさず頑張っているお二人に、日本に来てからの生活や介護の
お仕事について話を伺いました。 

技能実習生の ﾄｰｲｰｻﾝ さん（右） 
と ｹｲﾃﾞｨﾋﾟｮｰｳｪｲ さん（左） 

～日本に来て大変だったところは？～ 
トー －特に大変という事はないけど、今住んでいる場所の近くには買い 

物をする場所がないからすぐに買い物に行けないところが大変 
です。あと、寒さに弱いので冬は体調を崩しました。 

～日本との文化の違いは何ですか？～ 
ケイ －ミャンマーではパジャマを着て出かけることもあって、 

買い物に行く事もある。日本ではダメだから寂しい。 
～介護の仕事はどうですか？～ 

トー －私は力がないからみなさんにサポートしてもらっている。 
     介護は好きなので仕事は楽しい。 

ケイ －私は体力があるから利用者を抱えたり支えたりできる。 
     教えてくれる職員のみなさんが優しくて頑張れます。 
～日本語の難しさは感じますか？～ 

トー －とても難しいです。ミャンマーで基本的な介護の言葉は 
覚えてきたけど、働いてみると分からない言葉がたくさん 
ありました。特に「かしつき」「せいしき」という言葉でした。 

ケイ －話すスピードが早いと分からないです。たまに聞き取れない時が 
あります。私は「ざやく」という言葉が分かりませんでした。 

    

6 月  菖蒲湯 

創立記念昼食会 

７月  七夕昼食会 

９月  秋のお茶会 

１０月  秋の苑遊会 

１１月  風船バレー大会 

     鍋料理・かに料理 

１２月  クリスマス会 

１月  新年お楽しみ会 

２月  節分昼食会 

鍋料理  

3 月  ひな祭り昼食会 

 

その他、月１回の喫茶や 

苑外活動も行います！！ 

桜の前で記念撮影 

お二人の介護に対する
誠実な姿勢、一生懸命な姿
に職員も初心に立ち返り、
日々刺激をもらっていま
す。今後の二人の成長を職
員一同サポートしていき
たいと思います。 

↑大谷高校生との対戦！ 
 
←若い力に負けじと頑張 

りました！ 

優
し
く
声
を
か
け
る 

ケ
ᶌ
さ
ん 

 

 

丁
寧
な
介
助
を
行
う 

ト
ᶌ
さ
ん 

 

（敬称略） 

介護福祉士を目指して 
Part.１ 

 未来の 



新年度を迎え、新しくセンターを利用され、新しい環境と体験をされている方を見ていると、 

自分も新人だった頃のワクワクとハラハラとドキドキ感を思いだし、懐かしさに涙腺がうるんで 

きます。不思議ですね。もう２８年も前のことなのですけどね（笑） （担当 小西） 

 

センター利用者募集 
 センターでは、入浴や食事、 

リハビリや創作的活動などの 

各種サービスを行っています。 

センターを利用しながら、ライ

フワークとして取り組める趣味

や特技を見つけてみませんか。

お気軽にご相談を！   

－連絡先－ 

T E L ：0761-46-1411 

担当者：小西・東出 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

押し花（偶数月 第 4 週 火曜日）  

陶  芸（５・９・１１・３月 第２週 火曜日） 

絵  画（第 3 週 木曜日）  

 ひ
か
り
タ
イ
ム
ズ 
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エ
ス
ケ

—

プ 

た
ま
に
は
し
て
も 

い
い
の
で
は
？ 

和
浩 

折り紙作品 

「かたつむり」 
（宮崎千浪さん） 

梅雨に風情ある作品ですね 

 

利用者募集 

見学、相談受付中!! 

T E L ：0761-46-1414 

  担当者：大保 

ひまわりの主要作業の一つに箱折りがあります。

昨年度は利用者の皆さんの奮闘もあり、開設以来、

最高益を上げる事ができました。また、観光用として

の菓子箱を全国各地 30 箇所以上扱っている事もあ

り、皆さん、その土地、その土地に色んな思いを馳せ

て日々作業に取り組まれています。お菓子が売れる

事で箱折りの仕事が増える。利用者の皆さんは自己

実現とともに社会貢献活動もされています。 

 (担当:大保)  

今回の一句 

 ～to NOTO～ 

 ～いざ、出荷!～ 

「書写」（北國新聞 時鐘欄の書き写し）   
千里の道も一歩から。何冊あるかも数えてない 
くらいノートが貯まりました。（岸洋一さん） 

「料理」（たこ焼き器でアメリカンドック） 
捏ねた数だけ美味しくなる！と愛情を 
もって捏ねました。（中村彰良さん） 



在宅障害者の介護をしている家族等が病気やその他の理由

によって一時的に介護が困難になった場合、当苑をご利用頂くこ

とができるショートステイを行なっています。 

 
 

 
  ｢燻しつるしベーコン 1 箱｣ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

        

  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

    

お問い合わせ窓口 

 

 

長田 典子さん 

(R７.３.7 入所) 
 

 

ご利用案内 

TEL  0761-46-1224  E メール info@youkou.isg.or.jp 

           担当：生活支援課 村田・滝岡まで 

 

御寄付 ありがとう 

ございました 
 

  ｢デコポン 1 箱｣ 

 

  就労準備支援事業の活動として、ＮＰＯ法人こまつＮＰＯセンターが運営している小松市 e スポーツ体

験会の運営補助のボランティアを行っています。ゲーム機材の設置から後片付けを担当し、地域の住民の

方々とふれあいながら、地域の方々にゲームの操作方法も説明しています。質問に対して相手の立場にな

り分かりやすく丁寧に伝える様に心掛けて対応しています。当苑就労準備支援事業では、さまざまな活動

を行い、実際に経験することで就労への学びに繋げて行ける様に日々活動しています。（担当：長川） 

                                                    

 

「そら豆と卵のサラダ」 

・そら豆（さやから出したもの）100ｇ 

・ゆで卵 ２個 

・マヨネーズ 大さじ２ 

・粉チーズ 小さじ１ 

・こしょう お好みで 

① そら豆はゆでてから皮をむく 

② ボウルにそら豆と粗く潰したゆで卵を入れ、マヨ

ネーズと粉チーズを加えて混ぜる。 

お好みでこしょうを入れる。 

e スポーツ体験会 ～経験から学びを深める～ 

 
 

～住民と一緒に 
e スポーツ体験～ 

矢田谷 佳代子さん 

(R7.4.21 入所) 

三川 裕志さん 

(R７.４.1 正規職員へ) 

小松陽光苑に入所

して楽しい生活を送

っています。これか

らもよろしくお願いし

ます。 

これからも好き

な歌を歌って、楽

しく過ごしたいで

す。皆さんよろしく

お願いします。 

利用者さんが楽しく

仕事が出来るよう

に心がけ、自分も

成長出来るように

頑張りたいと思い

ます。 

4 

太田 京子さん 

(R７.４.1 正規職員へ) 

４月から正規職員

となり、気持ちも

新たに頑張りたい

と思いますので、

これからもよろしく

お願い致します。 

樋口日出夫様 

 小松陽光苑 

 人気メニュー 

白藤管理栄養士 

おすすめ！ 


